
 

 

 

 山田小学校 学校便り 令和６年度第１号  ４月８日発  文責 校長 

          【山田小学校ＨＰ https://cms.miyazaki-c.ed.jp/1363/ 是非御覧ください！ 

本日より、令和６年度がスタートいたしました。２年生から６年生まで、みんな元気に登校し

てくれました。大きな事故もなく春休みを終えることができました。保護者の皆様のご協力に感

謝いたします。本年度も山田小学校の校長を務めます、瀬之口忠二です。２年目となります、ど

うぞよろしくお願いします。 

さて、昨年度は、１５０周年記念一色の年で、保護者の皆様、そして地域の皆様には、本当に

たくさんのご協力をいただき、とても充実した１年でした。少し落ち着いた本年度は、学力向上

に力を入れていきたいと考えております。テーマは、ずばり 

「主体的に学ぶ児童の育成」 （「やらされる学習」から「すすんでする学習」へ）です。 

受け身の学習は、決して身には付きません。自分から進んで取り組む学習でなければ、本当の

力にはなりません。そこで、まず改革の「はじめの一歩」として、宿題について改革したいと思

います。取組みの内容は以下の通りです。 

１ 強制力を持った「宿題」は無くします。 

「宿題を忘れて怒られる」という児童の思い込みを無くします。「叱られて勉強が嫌いにな

る」負のループを断ち切るためです。 

  担任によっては、基礎学力定着をめざして「おうちでもやってみよう」といった宿題が出

る場合もありますが、基本的に毎日の強制力を持つ「宿題」は全学級無くします。 

２ 家庭学習（家庭に帰ってからの学習や児童クラブでの学習）は積極的に推進します。 

山田ブロックの学習時間のきまり（学年×１０分＋１０分）を目標にして、毎日家庭でも

学習する習慣作りには、努めます。 

３ 家庭からの連絡事項も記入できるような連絡ファイルを作ります。内容は、「学習時間の

記録」「ゲームやユーチューブ等の動画を見た時間」「保護者印」「保護者からの連絡」の４項

目とし、学級担任は、連絡はないか等の確認をします。（全校共通） 

４ 宿題が出ないと何をしていいのか分からない児童や宿題が出ないと何もしない児童をな

くしましょう。学級担任は、家庭学習では何をすればいいのかを教えます。保護者の皆様は、

自分で考えるように声かけをしたり、「こんなことをしてはどう？」とアドバイスをする等、

ささえていただけると助かります。（読書は立派な学習です。キュビナもやらせてください。

日記や作文も素晴らしい取組みです。） 

５ やってみないと効果は分かりません。学校と保護者で協力して「すすんで勉強する子ども」

を育てましょう。 

４月の主な行事です。 
４月１０日（水）入学式 

４月１５日（月）１年生給食開始・家庭訪問（大古川・北田） 

４月１６日（月）家庭訪問（竹脇・脇之馬場） ４月１９日（金）家庭訪問（浜之段・下上是位） 

４月１７日（火）家庭訪問（瀬之口方面）   ４月２１日（日）参観日・PTA総会 

４月１８日（水）家庭訪問（西栫）      ４月２２日（月）振替休業日 

 



 


